
第
六
章　

あ
な
た
の
「
頭
」
「
心
」
「
身
体
」
「
魂
」
「
人
格
た
ち
」
と

　
　
　
　

話
し
合
い
、
仲
良
く
し
て
み
よ
う　
　

75

自
分
の
中
に
湧
い
て
く
る
、
た
く
さ
ん
の
声
や
反
応
、
感
情
を
書
き
出
し
て
み
よ
う　

――
―
―
―
―
　

76

静
か
な
環
境
で
耳
を
澄
ま
せ
て
み
よ
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

80

幼
少
期
の
あ
な
た
、
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
ず
っ
と
好
き
な
も
の
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う　

――
―
　

83

自
分
の
中
の
ど
の
声
を
優
先
す
る
か
は
、
自
分
で
決
め
て
い
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

86

人
生
は
畑
作
り
と
似
て
い
る
。
土
壌
作
り
と
色
と
り
ど
り
の
種　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

89

「
思
い
の
ま
ま
に
表
現
で
き
る
手
段
」
を
最
低
一
つ
は
持
っ
て
み
よ
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

93

人
は
問
わ
れ
る
と
答
え
よ
う
と
す
る
。
自
分
に
問
い
つ
づ
け
よ
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

96

な
ん
と
な
く
、
で
は
な
く
「
決
め
る
」　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

99

精
い
っ
ぱ
い
自
分
と
話
し
合
っ
た
ら
、
動
い
て
み
よ
う
。
失
敗
し
て
も
大
丈
夫　

――
―
―
―
―
―
―
　

102

身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
と
き
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

105

コ
コ
ロ
が
暴
走
す
る
と
き
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

108

頭
が
混
乱
し
て
い
る
と
き
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

111



第
七
章　

ち
ょ
っ
と
ラ
ク
に
な
る
、
対
人
関
係
の
考
え
方　
　

115

相
手
が
ど
う
動
く
か
は
、
相
手
の
課
題
。
行
動
し
、
環
境
に
変
化
を
加
え
た
ら
、
あ
と
は
待
つ　

――
　

116

仕
事
の
適
材
適
所　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

119

そ
の
恋
愛
、
そ
の
結
婚
。
本
当
に
得
た
い
も
の
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

122

相
手
に
イ
ラ
ッ
と
、
モ
ヤ
ッ
と
し
た
と
き
は
、
過
剰
に
期
待
し
す
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い　

――
―
　

125

負
け
ず
嫌
い
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
で
も
、
目
的
と
方
向
は
見
失
わ
な
い
よ
う
に　

――
―
―
―
　

128

相
手
に
「
幸
せ
に
し
て
も
ら
お
う
」
は
、
こ
じ
れ
や
す
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

131



第
八
章　

「
人
生
の
終
わ
り
」
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
人
生
は
豊
か
に
な
る　
　

135

人
生
に
期
限
が
あ
る
の
は
「
魂
の
旅
」
に
区
切
り
と
評
価
を
つ
け
る
た
め　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
　

136

明
日
、
人
生
が
終
わ
る
と
し
た
ら
。
一
カ
月
後
、
人
生
が
終
わ
る
と
し
た
ら　

――
―
―
―
―
―
―
―
　

139

死
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
ら　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

142

認
知
症
が
進
む
と
ひ
ょ
っ
こ
り
出
て
く
る
、
抑
圧
し
て
い
た
自
分　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

145

第
九
章　

「
占
い
」
と
は
、
神
秘
的
で
不
思
議
で
、
自
分
を
知
る
た
め
に
最
適
な
ツ
ー
ル　
　

149

「
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
人
生
で
起
こ
り
が
ち
な
こ
と
を
ま
と
め
た
も
の
。
魂
の
旅
の
縮
図　

――
―
―
　

150

カ
ー
ド
セ
ラ
ピ
ー
は
、
本
当
の
あ
な
た
の
「
声
な
き
声
」
を
引
き
出
せ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
　

153

「
占
星
術
」
と
「
分
解
し
た
自
分
」
と
「
個
性
」　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

156

占
い
は
す
が
る
も
の
で
は
な
く
、
本
当
の
自
分
と
対
話
す
る
時
間　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

159

占
い
で
垣
間
見
え
る
「
未
来
」
と
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

162



第
十
章　

あ
な
た
が
求
め
る
答
え
は
「
外
」
で
は
な
く
「
す
で
に
あ
な
た
の
中
に
あ
る
」　
　

165

あ
と
が
き　
　

169


